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図 １ 　配付場所別にみた来訪回数 図 3 　配付場所別にみた滞在中に配慮したこと
図 4 　国立公園指定の認知と
滞在中に配慮したこと
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20%  Sucrose in YNB
20%  Sucrose in YPD













20% Sucrose in YNB：20% (w/v)スクロースを含むYNB培地中で、各酵母株を培養
20% Sucrose in YPD：20% (w/v)スクロースを含むYPD培地中で、各酵母株を培養
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2 － １ 　研究概要







































































































































































































設置した。それぞれの方形区をここでは ｢御庭 １ ｣、｢御
庭 ２ ｣ と呼ぶこととする。方形区のサイズは２0m	×	
２0mとし、方形枠内に出現する全ての木本の位置と胸高
直径を記録した。
　表 １、表 ２にそれぞれ ｢御庭 １ ｣ と ｢御庭 ２ ｣ の林分
構造を示す。両林分とも遷移初期種のカラマツが優占氏
し、胸高断面積比で、それぞれ88. 6 ％、6３. １ ％であった。
御庭 １では個体数、幹数でもカラマツが多く、それぞれ
７0. 8 ％、60. ７ ％であった。胸高断面積比、個体数比、
幹数比から考えると、｢御庭 １ ｣ はほとんどカラマツの
純林に近いと考えられた。一方 ｢御庭 ２ ｣ では胸高断面
積比ではカラマツが多かったが、個体数や幹数ではシラ
ビソの方が多かった。シラビソの平均直径は ４ . 0 cmと
細かったが、最大の個体は胸高直径１７cm、高さ１0. 6 m






遠く２00４年の雪崩の影響を受けていない ｢御庭 ２ ｣ では、
遷移初期のカラマツから極相のカラマツ林に遷移してい
く途中であると考えられた。種ごとに注目すると、ダケ
カンバは ｢御庭 １ ｣ では少なく ｢御庭 ２ ｣ の方で多かっ
た。個体数と幹数の比は萌芽の程度を示している。｢御
庭 １ ｣ ではほとんど萌芽していなかったのに対し、｢御
庭 ２ ｣ の方では萌芽している個体が多かった。ナナカマ
ドもダケカンバ同様、｢御庭 １ ｣ より ｢御庭 ２ ｣ の方が
個体数が多かった。萌芽に関しては ｢御庭 １ ｣ の方、｢
御庭 ２ ｣ より萌芽していることが明らかになった。ゴヨ
ウマツ、ハクサンシャクナゲに関しては ｢御庭 ２ ｣ でし
か見られなかった。
　図 １に ｢御庭 １ ｣ の、図 ２に ｢御庭 ２ ｣ の個体の空間




















山形の分布であった。さらに胸高直径が 0 - ５ cmの細い
個体も見られた。｢御庭 ２ ｣ では大きな個体はカラマツ
であったが、シラビソも直径２５-３0cmになる個体があっ
た。また、カラマツは最小のクラスである 0 - ５ cmの個
体は見られなかった。ダケカンバは、直径１0-１５cmに山
を持つ一山形の分布であった。また、シラビソは典型的
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個体数幹数 平均直径 断面積合計個体数比幹数比 断面積比稚樹数
種名 400m2 400m2 cm cm2 ％ ％ ％ 400m2
ダケカンバ 5 6 15.5 1397.3 10.4 10.7 8.1
カラマツ 34 34 21.6 15252.8 70.8 60.7 88.6
ナナカマド 7 14 3.9 536.2 14.6 25.0 3.1
シラビソ
ゴヨウマツ
ミネヤナギ 2 2 6.5 23.9 4.2 3.6 0.1
ハクサンシャクナゲ
48 56 16.6 17210.2 100 100 100 0
個体数幹数 平均直径 断面積合計個体数比幹数比 断面積比稚樹数
種名 400m2 400m2 cm cm2 ％ ％ ％ 400m2
ダケカンバ 17 25 11.5 3189.0 16.3 18.0 19.7
カラマツ 21 21 23.0 10221.3 20.2 15.1 63.1
ナナカマド 17 42 6.6 1663.9 16.3 30.2 10.3
シラビソ 39 41 4.0 1061.1 37.5 29.5 6.5
ゴヨウマツ 2 2 0.5 0.4 1.9 1.4 0.0
ミネヤナギ 2 2 5.1 40.4 1.9 1.4 0.2
ハクサンシャクナゲ 6 6 2.4 29.0 5.8 4.3 0.2
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図 １ 　｢御庭 １ ｣ における種ごとの個体分布図
図 3 　｢御庭 １ ｣ の胸高直径クラスごとの個体数
表 １ 　｢御庭 １ ｣ の林分構造
表 2 　｢御庭 2 ｣ の林分構造
図 2 　｢御庭 2 ｣ における種ごとの個体分布図








　自 然 体 験 計 画：白石浩隆
　野生動物保護管理事務所：姜　兆文







































































沢村の富士山北斜面に位置し、標高は １ ,２５0m ～
１ ,７80m、ルートの総延長は１５. ５ kmである。
　富士山北斜面でのシカ目撃個体数は、２00７年をピーク
に減少に転じていた（図 ２）。本調査区付近では２008年










を ５つ設置し、さらに各プロットに １ m× １ mのシード
トラップを １つずつ設置して、種子落下量を測定した。
　調査の結果、２0１２年のミズナラ落下種子密度は、鳴沢
調査区で0 . １± 0 . ２ g（平均値±SD、以下同様）/m２、河





























      １１月のみ測定
図 3 ．山梨県内における月別ツキノワグマの目撃件数
（200１年 4 月〜20１3年 2 月）
※） 通常年は、200１年度〜2005年度、200７年度







健 康 科 学 大 学：永井正則**




























































































前頭部（F ３）、右前頭部（F ４）、左頭頂部（P ３ ）、右






























しかった ２名を除く１３名を対象に、 ４か所（F ３ ,	F ４ ,	






































図 5 　 聴覚誘発電位N １ の振幅および潜時（成人男女１4名の平均と標準誤差を示す。Cz：正中中心部、Pz：正中頭頂部。）
***: p < 0 .00１, **: p < 0 .0１, *: p < 0 .05.
図 6 　 脳波α波帯域の含有率の時間
経過（成人男女１3名の平均と
標準誤差を示す。F 3 ：左前
































































































































差分が示す変化分布図では気温下降が １ .２５℃ /h以上の






















































































































































































































































　暗条件に置いた藻細胞に、 ３ -（ ３ , ４ -dichlorophenyl）





















































































































































































































































５３. 0 ％と優先しゴヨウマツとトウヒがそれぞれ１７. ７ ％




















































































































































図 2 .　 林縁構造の違いによる光条件（RPPFD:相対光量
















































































































































































































































































0 . １ ℃であり、高温環境下での平均室温は３１. １ ±


































































































































































































マ イ ク ロ ア レ イ	（Whole	Mouse	Genome	 ４ ×４４	k,	
Agilent	technologies）	で分析して、遺伝子発現への影
響を比較検討した。



























































































































































































T １ ,T ２ ,T ３ ：年平均気温,夏の平均気温,冬の平均気温	













































































































対応する条件（ １ -なし、 ２ -なし、 ３ -あり、 ４ -なし）で
Kappa係数 0 .５２２、全体精度５９. ５ %となったのに対し、
最良の結果を得た条件（ １ -修正C法、 ２ -あり、 ３ -あり、
４ -あり）ではKappa係数 0 .6７３、全体精度７１. ４ ％まで分
類精度を向上できることが明らかとなった（表 １）。






























































































































































表 １ 　 Saccharomyces属酵母の選抜に用いたPCR用プ
ライマー配列、増幅対象領域および増幅産物の予
想サイズ
* S. cerevisiae のSSU rDNA塩基配列中の部位












20% Sucrose in YNB：20% （w/v）スクロースを含むYNB培地中で、各酵母株を培養
20% Sucrose in YPD：20% （w/v）スクロースを含むYPD培地中で、各酵母株を培養









































は４５.	 8 	±	３8. ４ 分（平均値±標準偏差、以下同様）、移
動距離は ３ . 6 	±	 ３ . 0 km、係留を解いた地点から最標
高地点までの標高差は１２７. ９ 	±	５７. ３ m、モンキードッ





写真 １ 　 GPSロガーを装着したモンキードッグ「ラッ
キー」
写真 2 　 モンキードッグ「カイ（写真・左）」と「コテ
ツ（写真・右）」




















図 2 ．モンキードッグの標高移動（20１2年 2 月１0日）
表 １ ． サル出没時におけるモンキードッグの出動時間、
移動距離、移動軌跡の最大標高差、９5%MCP行動
圏面積（200８年１2月〜20１１年１１月）
 犬名 ラッキー カイ コテツ
性別 ♂ ♂ ♂
体重(kg) 17 12 22
犬種 紀州系雑種 甲斐 プロットハウンド
月齢 36～45 16～40 不明
N 16 50 81
出動時間（分） 63.5 ± 39.2 46.1 ± 38.9 40.8 ± 37.2
移動距離（km） 5.1 ± 2.8 3.2 ± 2.6 3.6 ± 3.1
標高差（m） 116 ± 34 133 ± 65 127 ± 56
犬の行動圏（ha）※ 4.22 ± 2.12 5.05 ± 4.33 4.84 ± 5.36
※）　95%MCP行動圏面積
図 3 ． サル追払い時のモンキードッグの移動距離


































































とも散策後に有意に低下した（若年者： 8 . ９ ± ３ . ２ か




後に有意に低下した（図 ２、p＜ 0 .0５）。一方、高齢者
の値も散策後に低下する傾向にあった（p= 0 .0９）。
　血圧関連指標について散策前の値を横軸に、散策前後

































散策前 散策後 散策前 散策後 
緊張-不安 3.6 ± 0.8 1.2 ± 0.5* 3.4 ± 0.5 1.9 ± 0.4* 
抑うつ-落ち込み 1.3 ± 0.4 0.5 ± 0.3 1.5 ± 0.4 1.2 ± 0.3 
怒り-敵意 0.6 ± 0.2 0 ± 0 1.9 ± 0.5 1.1 ± 0.3* 
活気 7.0 ± 0.9 7.7 ± 1.1 8.8 ± 0.8 8.5 ± 1.0 
疲労 3.0 ± 0.6 4.7 ± 0.7 2.3 ± 0.5 2.5 ± 0.4 
混乱 4.2 ± 0.4 3.3 ± 0.3* 4.3 ± 0.4 3.4 ± 0.3* 
表 1　散策前後での気分指標得点の変化
値は平均値±標準偏差．*,	P< 0 .0５	散策前	vs.	散策後
図 2 　 散策前後における若年者（Young）と中高年者
（Old） の 唾 液 中 コ ル チ ゾ ー ル 濃 度（Salivary 
cortisol）の変化.
　　　棒グラフの区分は図 １ と同様。
図 3 　 平均血圧（上図）および脈圧（下図）の散策前の
値（横軸）と散策による変化量（縦軸）との関係．
　　　○；若年者、●；中高年者










































































































て、高解像度衛星画像（ 0 . ５ m解像度）からの抽出結
果を図 ３に、ALOSデータからの抽出結果を図 ４に示す。
	ここで、図 ３の竹林範囲の面積は２２,000平方メートル、



















図 4 　 図 3 と同一竹林のALOS衛星データからの抽出結
果（多角形状の範囲）
表 １ 　 高解像度衛星画像からの抽出された竹林の面積規
模とALOSデータからの竹林抽出可能性
面積	［m２］ 確認サンプル数 ALOSデータからの抽出成功例
１ ,000	–	 ３ ,000 １２ ４
３ ,000	–	 ５ ,000 １２ ４
５ ,000	–	 8 ,000 １２ ４










































































　新規研究 8課題に対する総合評価点は ３ . ９ ～ ３ . ２（平
均 ３ . 6 ）で、全ての研究課題について「妥当」との評
価結果であった。



































　事後評価 ５課題に対する総合評価点は ４ . 6 ～ ３ . ５（平
均 ３ . 8 ）で、全ての研究課題について「妥当」との評
価結果であった。













































































































































2 － ７ 　研究結果発表
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（２0１２）	Evaluating	 thermal	 comfort	 in	 city	 life	 by	
satellite	 remote	 sensing	 and	 in-situ	measurements.	






















































































































































































































































































































































































































































　臨 時 職 員　　米山裕美子
　臨 時 職 員　　半田陽子（情報兼任）＜大林紗季＞
　臨 時 職 員　　秋山日香里（情報）












４月	 １ ,２３２ １6（ １ ） １ ,２４8
５ 月	 １ ,９７５ ９ （ １ ） １ ,９8４
6 月	 １ ,３５３ ７ （ １ ） １ ,３60
７ 月	 １ ,３５９ 0 （ 0 ） １ ,３５９
8 月	 １ ,４９２ 0 （ 0 ） １ ,４９２
９ 月	 ９５７ 0 （ 0 ） ９５７
１0月	 6３8 0 （ 0 ） 6３8
１１月	 ３86 0 （ 0 ） ３86
１２月	 ２３５ 0 （ 0 ） ２３５
１ 月	 １１３ 0 （ 0 ） １１３
２ 月	 ２１8 0 （ 0 ） ２１8
３ 月	 １７３ 0 （ 0 ） １７３
合計	 １0,１３１	 ３２（ ３ ） １0,１6３
（考察）
　来館者が自由に環境学習を行える施設として開設して












3 － １ － 2  生態観察園・自然観察路のガイドウォーク
（利用者数		５７９名）
　春と夏にアカマツ林の自然解説としてガイドウォーク














   　　 7/14,15,16,21,22,28,29  8/2 ～ 31
 　　　※ 8月は水曜日以外毎日実施












 表 2 -A 利用団体数（種別） 　  表 2 -B（地域別）
種	別 団体数 地域別 団体数
幼稚園・保育園 8 県	内 8４
小学校 １0１ 県	外 １0５








５ 月	 １ ,９７１	（３３）
6 月	 ２ ,6７6	（３8）
７ 月	 ２ ,３７２	（３0）
8 月	 66４	（１３）
９ 月	 １ ,４8５	（２0）
１0月	 １ ,8４１	（３0）
１１月	 ２９8	（ ５ ）
１２月	 ２９	（ １ ）
１ 月	 66	（ ２ ）
２ 月	 ２ 	（ １ ）





















































































































































































































































































































































































































学習指導者派遣 68 ４ ,９５２
施設提供 ３１ １ ,５0７	
学習備品貸出 ３ １１0	

























月日 校種 学年 人数 内　　容
１２/１２ 中 １ １９９ 富士山と芸術・文化
１２/１8 中 １ １１ 富士山の自然
	 １ /１6 小 ５ ５７ 富士山と芸術・文化
	 １ /１8 小 ５ １0 火山としての富士山
	 １ /２５ 小 ４ 6７ 富士山の水
	 １ /２９ 小 ３ 6７ 富士山の自然
	 １ /３0 小 ３ ･ ４ ３９ 富士山の自然
	 ２ /１３ 小 6 １0５ 火山としての富士山
	 ２ /１４ 小 ５ １0１ 火山としての富士山
	 ２ /２２ 小 6 ７３ 富士山と人と環境と
	 ２ /２５ 小 職員 ９ 富士山学習全般
	 ２ /２8 小 ４ ～ 6 ９ 富士山と人と環境と












































































































































































一	 般	 書 １２４３0冊
児	 童	 書 ３6１8冊
参 考 図 書 １8９９冊
富士山関係 ４７２冊
行 政 図 書 ５8７冊











一 般 雑 誌 8１タイトル
学 術 雑 誌 １0３タイトル
紀 　 要 １９７タイトル
行 政 資 料 ２５４タイトル


















































4 － 3 　環境情報センター事業　
「もりのおはなしかい－絵本の読み聞かせ－」

































4 － 4 　情報発信
4 － 4 － １ 　インターネットによる情報提供
　研究所のネットワークを利用し、研究所内に設置した
HTTPサーバによりWWW情報提供サービスを行ってい
る。 ホ ー ム ペ ー ジ のURLはhttp://www.yies.pref.
yamanashi.jp/である。















































































































































































































































































































































































第 ５回　平成２５年 １ 月１２日（土）
　　　　「火山としての富士山－ １」
　　　　高田　亮　産業技術総合研究所主任研究員






第 ７回　平成２５年 １ 月２8日（月）
　　　　「キッチン火山実験で学ぶ富士山」
　　　　林信太郎　秋田大学教育文化学部教授













第１１回　平成２５年 ３ 月 ２ 日（土）
　　　　「火山としての富士山－ ２」
　　　　高橋正樹　日本大学文理学部教授










































5 － 2 　環境科学研究所利用者数
月別利用者数　　　（人）
　 ４月 　 ４ ,３6５
　 ５ 月 　 ７ ,8１8
　 6 月 　 6 ,２１１
　 ７ 月 　 6 ,86１
　 8 月 　 ５ ,２２７
　 ９ 月 　 ５ ,５２７
１0月 　 ５ ,08２
１１月 　 １ ,７３6
１２月 　 １ ,３９３
　 １ 月 　　	8７１
　 ２ 月 　 １ ,４５９














































　　臨 時 職 員　　米山	裕美子
　　臨 時 職 員　　秋山	日香里
102












　　臨 時 職 員　　倉沢	恵理子












　　臨 時 職 員　　遠	藤	淳	子












　　臨 時 職 員　　渡	邉		　学






























































平成 ５年 ２月	 「環境科学研究所顧問」 ９名を委嘱
　　　　 ３月	 「環境科学研究所基本計画」の策定
平成 ７年１１月	 起工式
平成 ９年 ４月 １日	 組織発足
　　　　　　３0日	 竣工式
平成 ９年 ４月	 入來正躬所長	就任
平成１５年 ４ 月	 	「環境資源学」に関する研究室を設
置
平成１6年 ４ 月	 荒牧重雄所長	就任
平成１6年 ４ 月	 	「自然環境研究部」を「自然環境・
富士山火山研究部」に改称（「富士
山火山防災情報センター」を設置）



















地下 １階地上 ３階 ２ ,５00.6３１㎡
研	 究	 棟 鉄筋コンクリート造り地下 １階地上 ２階 ３ ,４２９.00５㎡
管	 理	 棟 コンクリートブロック造り地上 １階 ９8.２80㎡
附	 属	 棟 コンクリートブロック造り地上 １階 １７１.２７７㎡
温	 	 	 	 室 鉄骨造り　地上 １階 １0１.２86㎡














































































設 置 場 所 備　　品　　名
環	境	計	画	学
















冷		 凍		 庫		 室 超低温槽（－80℃）
クリーンルーム クリーンルーム及び内部機器
敷	地	内	露	場 気象観測システム
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